
 

 

 

ちょっと可愛らしい（？）白い三角

すい-RVT は再使用ロケットの実験

機。将来、使い捨てではなく再使用が

できるロケットを作ることを考えて

作られたものです。軟着陸のための航

法誘導制御機器や着陸脚など、安全に

繰り返し飛行運用するための工夫が

施されています。 

 

 

他にも、先日打ち上げられた国

際水星探査計画の水星磁気探査

機「みお」、「ひので」「あかつき」 

など、さまざまな探査機の模型

とその解説も並んでいます。 

（写真は、水星磁気探査機「み

お」の模型） 

  

 また、運が良ければ、交流棟

の隣にある宇宙探査実験棟で、

実験のスケジュールの合間に

425 トンの砂を敷き詰めた実験

場のローバーを見ることができ

るかもしれません。
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月面のさらさらの砂-レゴリス

の上を行く探査車を想像する

ことができそうです。 

KU-MA

見学の案内、解説の時間など

詳しい情報は、JAXA 相模原 

キャンパスのホームページ

http://www.isas.jaxa.jp/から、

広報・イベント＞見学案内＞

解説ツアー、と検索してみて

ください。そして是非ご来場

ください。 

帰還時の安定飛行の工夫 

彗星のように光の尾を引きながら帰還した「はやぶさ」も記憶に新

しいところです。こちらは模型だけでなく、奥の小部屋に本物も展示

されていますが、撮影は禁止。研究のためにカプセルなど部分的に展

示から持ち出されることがあり、全部がそろわない形での写真が出回

って誤解されることを避けるためだそうです。しかし全部か一部か、

とにかく本物がここにあります。遠い宇宙から帰ってきた「はやぶさ」

を見るのは感動的です。小部屋の外には模型の展示も。 

帰還時に展開したパラシュートは十文字の形を採用することで安定

した飛行ができたそうです。他にも研究者の方々の工夫が凝らされた

「はやぶさ」、解説を聞くと一層よくわかります。 

交流棟に一歩足を踏み入れると、高い天井、広々とし

た空間に大きなロケットのフェアリングがそびえ立っ

ているのが目に飛び込んできます。奥に見える絵は観

測用の気球２０分の 1 の模式図。天井の右の方に吊る

されているのは小惑星探査機｢はやぶさ２｣と惑星分光

観測衛星「ひさき」の実物大模型です。 

 

 

こちらの２枚の写真はどちらも「はやぶさ２」の模型を下から撮影したもの 

ですが、左はフラッシュなし、右はフラッシュありです。 

何か違いがわかるでしょうか？ 

右の写真には、前面に白く光り輝く▢が３

つあります…「ターゲットマーカー」です。

10 月 25 日、「はやぶさ２」から小惑星「リ

ュウグウ」に投下されました。ターゲット

マーカーに貼り付けられた反射シートが

「はやぶさ２」から発せられたフラッシュ

によって明るく輝き、「はやぶさ２」が着

陸するときの目印となります。ターゲット

マーカーには国内外の約１８万人の名前

を刻んだアルミシートが入っていて、話題

になりましたね。 

今年 2 月、JAXA 相模原キャンパスに「宇宙科学

探査交流棟」が誕生しました。みなさんはもう見学

されました？ 

展示室なのに、漢字が並んで難しそうな名前… 

ですが、それはここが見学専用の場所ではないか

ら。展示室としての機能を充実させただけでなく、

JAXA 職員と各研究機関、大学、企業の人たちが交

流する場にもなっているのです。展示には模型だけ

でなく「本物」もたくさんあります。解説も充実。 

宇宙へ挑むリアリティと緊張感が感じられ 

る場所です。 

今回はその一部をご紹介しましょう。 

 




